
「多摩川・浅川クリーン作戦」は、今年も市内の流域を

10ブロックに分けて多くの団体、市民が参加して実施

された。（全体では1500名以上50団体以上が参加）

日野クラブと共に当クラブは、環境を守る自然保護活

動と位置付け「多摩川・浅川クリーン作戦」の開始時

から、多くの会員の参加で清掃活動に取り組んできま

した。

集合場所の合流点は、昨年も触れましたが過去に、市

民の“潤いのある水辺を取り戻そう”の強い要望があ

り、程久保川のコンクリート護岸を壊し水の流れに任

せて蛇行させる事業が行なわれ、市内で本来の川の姿

を蘇らせるスタートとなった地点です。

百草園駅から集合場所まで歩くと民家の垣根に“藤

“が、庭先には“チューリップ”“さくら草”“ツツジ“ 

“ピンクや白の“ハナミズキ”などが咲き誇っていまし

た。程久保川の堤は八重桜が満開で、川にはところど

ころに菜の花が、緩んだ流れを待ちわびていたかのよ

うにゆうゆうとコイが泳いでいた。

集合地点のケヤキの若葉が美しく、林の中で一際目立

つ黄色の“山吹”が咲いていた。

今年は昨夜の雨が草木の成長を一層促したのか周囲

の木々の緑が、一段と色濃さ増していました。

9時30分に多摩川・程久保川合流点《Iブロック》に集

まった多くの団体、個人に、「緑と清流課」の担当者

が、作業上の注意・ゴミの収集場所・可燃・不燃ゴミ袋

配布、大凡の終了時間などの説明があり、それを受け

て活動を開始した。

上流の新井橋までが担当エリア、各々がゴミ袋を持ち

作業を開始。雨の後か気温が上がり少し動いただけ

で汗ばむほどで、汗を吹き吹きの‘ゴミ拾い’になりま

した。

遠くから見ると何もない堤防の青々と伸びた雑草の中

に紙屑・吸い殻・空き缶・空き瓶、ペットボトル等が捨

てられていた。河川敷には木片・建設資材のブルー

シートなどが石の間絡まり、大きな包装資材の緩衝材

などが捨てられていた。不用になって捨てられたのか

大きなプラスチック製品・小型家電などが集積場に回

収されていた。約1時間の作業で、収集用のゴミ袋に

かなりの量が拾集できました。清掃後、振り返ると心

なしかきれいになり緑が爽やかになっていました。
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